
2023年1月20日

日本原燃株式会社

関西電力（株）の廃棄物管理システムのプログラム改修に伴う

廃棄物埋設確認申請書への影響について

1. はじめに

当社 は、2023年1月6日に申請済みの関西電力（株）美浜発電所（以下、「美浜」という。）

充填固化体4 24 本の記録監査前準備として、2022年1 1月に確認申請用デー タ を美浜より

受領しデー タチェックを行ったところ、レコ ー ドレイアウト ※が変更されていることを確認

した。

そのため、当社から美浜へ 問い合わせを行ったところ、低レベル放射性廃棄物搬出検査装

（以下、「検査装置」という。）の一部である廃棄物管理システム （以下、「RWMS」とい

う。）のプログラム改修が行われたことによる影響であることを確認した。

検査装置を新規に設置、改造を行った場合は、電力および当社 にて検査装置の性能および

信頼性を廃棄体自主検査前までに確認（以下、「機能確認」という。） しているが、今回は廃

棄体自主検査終了後に当社からの問い合わせで判明したものである。

本件を踏まえ、 RWMSのプログラム改修後に廃棄体自主検査を実施し、規制庁殿へ提出

を行っている廃棄物埋設確認申請書（以下、「申請書」という。） 3件（高浜：2022埋運発第

6号(2022年8月25日申請）、 美浜：2022埋運発第7号(2022年8月25日申請）、大飯：

2022埋運発第22号(2022年9月30日申請）） への影響を確認した。

確認した結果、 RWMSのプログラム改修後の機能を用いた評価値を既申請に用いていな

いため、申請書に記載の「測定方法の変更等」には当たらないプログラム改修であることを

確認した。

なお、 プログラム改修内容のうち「Cl-36 」の放射能濃度の演算処理に関するプログラム

が追加されていることに関して、 他核種の演算処理への影響がないと断定することが難し

かったことから、 念のため他核種 への演算処理への影響を確認する必要があると当社 で判

断し、 自主的に機能確認を行い、 既申請書への影響がないことを確認している。

上記に関し、 以下に内容 を取りまとめたため、報告する。

※電力会社から受領する確認申請用デ ータ（電子デ ー タ ） を当社の計算機設備で読み 取れ

るよう、デー タ項目・バイト数・並び順等を電力会社 および当社の共通仕様として定め

ているもの。 2022 年1 0月に計画していた当社の計算機設備改造工事の際に確認申請

用データのレコ ー ドレイアウトの見直し（プラント 停止日の情報を追加できるよう予備

バイト数を拡充）を行うこととしていたが、 LLW管理建屋の停電事象(2022年4月）

に伴い、 当該工事の実施時期を2023年1月に変更した。（添付資料（1)参照）
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2. 申請書への影響について

(1) RWMSの改修時期・適用時期

ORWMSは、2022年3月24 日にプログラム改修(3サイト共通（美浜、高浜、大飯））

を実施していた。

0プログラム改修により「即時適用されるもの」 と「適用日を任意設定できるもの」 が

あった。 今回事象のきっかけとなるレコ ー ドレイアウトは、「適用日を任意設定でき

るもの」に該当し、適用日を当初の原燃の計算機設備改造工事予定と整合を図り2022

年10月1 日としていた。 （その後、 適用開始日は2023年1月以降に見直し）

(2) RWMSのプログラム改修内容を踏まえた既申請への影響

下表にRWMSのプログラム改修内容と、 既申請への影響を取りまとめた。

社として確認した結果、RWMSのプログラム改修後の機能を用いた評価値を既申

に用いていないため、申請書へ記載の「測定方法の変更等」 には当たらないプログラ

ム改修であることを確認した。

項目 プログラム改修内容および既申請への影響
【項目1】 ・廃棄体自主検査時に設定する検査条件に 3 号施設場所を

3号廃棄物埋設施設に対す 追加。
るLLW申請の追加 ・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能

であるが、既申請は2号対象廃棄体であるため、本機能は
既申請の評価値に用いていない。

【項目2】 ・廃棄体自主検査時に設定する検査条件のうち充填固化体
1号廃棄体埋設施設 (7, 8 の分類（通常·軽量・再固化） を細分化。
群） に対するLLW申請の ・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能
追加 であるが、既申請は2号対象廃棄体であるため、本機能は

既申請の評価値に用いていない。

【項目3】
・廃棄体製作時のジョブ区分および内容物種類を追加。セメント破砕物の充填固

化体製作に対する 区分の
・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能

であるが、既申請は2号対象廃棄体であるため、本機能は
追加

既申請の評価値に用いていない。

【項目4】 · Cl-36の計算処理は、 埋設区分(1~3号）に応じて、 計算。
評価核種(Cl-36)の計算処 →均質・均一固化体：平均放射能濃度法
理の追加 →充填固化体 ：平均放射能濃度法十SF法

· Cl-36の計算処理結果は、 設定した埋設区分に応じた演算
処理および検査結果帳票出力がなされるが、演算処理され
たCl-36の評価値は、既申請の評価値に用いていない。（参
考値としての管理）

・なお、自主的に機能確認を行い他核種への演算処理に影響
がないことを確認した。

【項目5】 · key核種および難測定核種の減衰計算を行う場合に、 プラ
プラント長期停止の影響 ント停止日を起点日とするための機能を追加。
に伴うS F評価 方法の機 ・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能
能追加 であるが、減衰補正起点日の適用は、従来評価で実施して

いるため、 本機能は既申請の評価値に用いていない。

【項目6】 ・廃棄体検査装置の測定に関係しないプログラムの見直し
ヒュ ー マンエラ ー 対応 であり、 既申請への影響なし。
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3. 事象を受けた当社の対応について

( 1)関西電力味のRWMSのプログラム改修に関する見解

2022年11月6日に当社がRWMSのプログラム改修が行われていることを認識した

以降、 関西電力（株）より見解書 「廃棄物管理システム改良工事（新規埋設施設対応 ）」の

実施に伴う廃棄体搬出検査装置機能確認の実施要否について」を受領した。

関西電力の見解は以下のとおり。

ORWMSのプログラム改修以降(2022年3月24 日 ）に実施した廃棄体自主検査には、

従来のプログラムを使用しており、変更したプログラムを用いていないため、機能確

認にはあたらないこと。

( 2) RWMSプログラム改修に関する当社の対応

当社はRWMSのプログラム改修が、 2023年1月6日の申請内容への影響および既

申請への影響を確認するため、2022年12月6日～9日の廃棄物確認に関する記録監査

（以下、「記録監査」という。） および記録監査以降の関西電力の補足説明を通じて、 確

認を行った。（添付資料 (2) 、（ 3) 参照。）

（美浜記録監査時点での確認内容(2022年12月6日～9日））

関西電力より提示されたエビデンス（見解書、 メ ー カ補足説明 資料、核種の演算計算

処理に関する仕様書等） を基に確認した内容としては、 以下のとおり。

〇搬出予定の廃棄体（充填固化体：424本） は新プログラムを適用せず、 従来プログラ

ムを適用していること。

0検査装置（関西電力においては RWMS による ）の演算処理に関する変更はなく、Cl-

36の演算処理は、 平均放射能濃度法、SF法であり、 従来組み込まれている計算プロ

グラムにより処理するため、 従来から定めている計算処理に係る仕様に変更はない

こと。）

OCl-36 の演算処理結果を反映できるよう、 帳票関係 （廃棄体自主検査後の検査結果、

確認申請用デー タのレコ ー ドレイアウト） に枠組みを設けたものであること。

0帳票関係の変更は、適用開始日（プログラムの適用に関し、 自動的に切替えを行う日

付） の設定により新旧フォ ー マットヘの切り替えがなされること。

上記の確認結果より、今回のシステム改修は、当社の社内要領類に定める機能確認要

の判断フロ ー に基づき、以下の観点から、機能確認は不要および既申請への影響はな

いと判断した。（添付資料 (4) 参照 ）

〇既に機能確認を受けている検査装置の新規設置あるいは測定モ ー ドの追加には該当

しないこと。

0検査装置の構成・仕様・測定原理の変更には該当しないこと、デー タ処理あるいは演

算内容の変更には該当しないこと。（難測定核種の演算処理に影響する変更ではない

こと。）

0申請デー タ生成・検査帳票の出力に係る見直しであり新プログラム適用開始日（内部

プログラムで設定 ） 以前は、 従来プログラムで対応する仕組みとなっていること。
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（美浜記録監査以降の確認内容(2022年12月13日以降））

記録監査終了後、 美浜より以下のプログラム改修に関する補足説明の情報があった。

0プログラム改修は3サイト共通（美浜、 高浜、 大飯） であることを踏まえ、直近で記

録監査予定のあった高浜発電所の 均質・均 一 固化体を確認したところ、自主検査結果

の帳票には、 Cl-36 の計算結果が既に反映されていること。（ただし、 計算結果は、

参考扱いとしており、 評価値としては用いていないこと。）

上記の補足説明を受け、記録監査時点での説明内容のうち、新プログラム適用開始日

前の状況で、 Cl-36（難測定核種）の演算処理結果が自主検査結果の帳票に出力されるよ

うになっていることから、記録監査時点での判断（機能確認への該当）に疑義が生じた。

このため、関西電力とプログラム改修に関する補足説明を基に打合せを行い、当社と

しては、今回のプログラム改修内容の全体像を明らかにするとともに、プログラム改修

によって既申請の難測定核種への演算処理に影響を与えていないかを断定し難かった

ため、 念のため自主的に機能確認を行い、 判断 することとした。

（機能確認時の確認内容(2022年12月28日））

機能確認については、本来、廃棄体自主検査開始前に行うものである。しかし、RWMS

のシステム改修後に 廃棄体自主検査が行われていることを踏まえ、 システム改修内容

(「Cl-36」の放射能濃度の演算処理に関するプログラムが追加）に応じた機能確認項目

を選定し、 自主的に機能確認を行った。（添付資料(5)参照）

機能確認の結果、 他核種への演算処理に影響を与えていないことを確認した。

そのため、関西電力の示す見解のとおり、既申請および今後申請予定の内容に影響が

ないことを確認した。

4. 添付資料

(1)確認申請用デー タレコ ー ドレイアウト新旧比較表

(2)関西電力 廃棄物管理システム改良工事に係る時系列

(3)各時点における当社の確認状況

(4) 機能確認判断フロ ー について（原燃社内手順書抜粋）

(5)機能確認実施項目・確認方法
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Ill月9項目1廃棄体特性データ

1111別項目1庚棄体特性データ

確認申請用データレコ ー ドレイアウト新旧比較表

レコ ー ドレイアウト改正前

レコ ー ドレイアウト
（レコード長130パイト）

レコ ー ドレイアウト改正後

レコ ー ドレイアウト
（レコード長190•,9イト）

添付資料(1)

？号序辛惰該申9日用

ll'場1111it体序事確伊．申請1!1



添付資料 (2)

関西電力 廃棄物管理システム改良工事に係る時系列

日付 内容

関西電力 日本原燃

3月 廃棄物管理システムの改良工事実施。
3月4日以降美浜、高浜、大飯のシステム
に展開 （レコ ー ドレイアウト変更は 1
0月1日適用開始日となっていた）

2022年3月31日～ 高浜 充てん固化体1576本の検査実施-�2022年11月21日 定置済1
2022年6月3日 l I 

2022年4月11日 美浜 充てん固化体400本の検査実施 ー
�2022年11月24日 定置済I

~2022年6月10日 」 2023年1月6日現在 一部定置済
2022年4月4日～ 大飯 充てん固化体1504本の検査実施
2022年6月30日 、（次回定置予定日は 1月30日）

2022年10月1日 レコ ー ドレイアウト変更適用開始

2022年10月3日～ 美浜 充てん固化体424本の検査実施 」記録監査済み、1/6 申請、発電所保管中
「→

2022年11月17日
2022 年 10 月 25 日 高浜 均質固化体320本の検査実施 □ 未申請、 発電所保管中 | ~2022年12月19日 充てん固化体1200本の検査実施
2022年11月24日 美浜の確認申請用デ ー タを受領。デ ー タ

チェックにおいて、 デ ー タのレコ ー ドレ

イアウトが異なることを発見

2022年11月25日 原燃から美浜（放射線管理課）に問い合わ
せ、 廃棄物管理システムが 改良されてい
たことを確認

2022年11月30日 関電原子力事業本部から 見解書「「廃棄物 左記見解書を受領。12月6日からの「廃

管理システム改良工事 （新規埋設施設対 棄物確認の関連記録に関する監査」（以

応）」の実施に伴う廃棄体搬出検査装置機 下、記録監査）にて不明点を確認すること
能確認の実施要否について」を原燃に提示 とした。

2022年12月6~ 9 美浜の記録監査において、 システム改良

日 内容の説明を受け、機能確認は 不要であ
ることを原燃として確認

2022年12月13日 美浜（放射線管理課） システム改良内容 左記メ ー ルを受信。内容を確認した結果、
の続報をメ ー ルにて原燃に送信 演算内容の変更に該当すると懸念を抱く

2022年12月14日 関電 （事業本部、美浜、 高浜） と原燃でWeb会議開催。13日続報の内容について質
疑を交わした。原燃としては機能確認「要」との感触を持っており、再度社内で議論
の上、 実施要否を判断する旨を関電に伝えた。

2022年12月15日 事業 部内で議論し、機能確認実施が必要
と判断。

2022年12月16日 関電 （事業本部、美浜、 高浜、 大飯） と原燃でWeb会議開催。原燃としては機能確認
「要」と判断したことを関電に伝えた。

2022年12月28日 美浜、大飯、高浜が機能確認書を原燃に提 原燃において機能確認 を実施、各発電所

出 に結果通知



各時点における当社の確認状況

原燃確認事項
No RWMS システム改修項目 美浜記録監査時 美浜記録監査以降 機能確認時

(2022 年 12 月 6 日～9 日） (2022 年 12 月 13 日以降） (2022 年 12 月 28 日）

「3 号廃棄物埋設施設に対するL ・廃棄体自主検査時に設定する検査条件に、3 号埋設 場所を追加。
1 

LW申請に係る変更」
・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能であるが、既申請は 確認事項・認識に変更なし 確認事項·認識に変更なし

2 号対象廃棄体であるため、本機能は既申請の評価値に用いていない。

・廃棄体自主検査時に設定する検査条件の充填固化体分類の見直し（通常・軽

2 
「1 号廃棄体埋設龍設 (7, 8 群） 量・再固化に細分）

確認事項・認識に変更なし 確認事項・認識に変更なしに対するLLW申請に係る変更」 ・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能であるが、既申請は
2 号対象廃棄体であるため、本機能は既申請の評価値に用いていない。

「セメント破砕物の充填固化体製
・内容物種類（セメント破砕物に関するコ ー ド）を追加。

3 
作に係る変更」

・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能であるが、既申請は 確認事項・認識に変更なし 確認事項・認識に変更なし
2 号対象廃棄体であるため、本機能は既申請の評価値に用いていない。

· Cl-36 の計算処理は、埋設区分 (1~3 号）に応じて、計算。
→均質・均一固化体：平均放射能濃度法

・埋設区分 (l~ 3 号）に応じた、 評価対象核種 (Cl-36) の計算処理を追加するた → 充填固化体 ：平均放射能濃度法十 SF 法
め、 確認方法コ ー ド w（平均放射能濃度法十 SF 法）および平均放射能濃度値およ · Cl-36 の計算について、均質・均一固化体であれば、従来プログラムに組み込まれて

・埋設区分 (l~ 3 号）に応じた、 評価対象核種（Cl-36) の計算処理を追加す び SF 値に係る設定値を追加。 いる平均放射能濃度の計算処理に従い、演算処理し、充填固化体については、新たな
るため、確認方法コ ー ド w（平均放射能濃度法十SF 法）および平均放射能濃 ．均質・均一固化体に関し、Cl-36 の計算処理を 実施し、廃棄体検査記録詳細表（廃 計算処理 （平均放射能濃度法十 SF 法）により 演算処理する。
度値および SF 値に係る設定値を追加。 棄体自主検査後の結果帳票） に 計算結果を出力。 廃棄体検査記録詳細表（廃棄体自主検査後の結果帳票）へは、廃棄体自主検査時に

· Cl-36 の演算処理は、平均放射能濃度法、SF 法であり、従来組み込まれてい 廃棄体検査記録詳細表（廃棄体自主検査後の結果帳票）に Cl-36 の計算結果を反映 設定した埋設区分に応じて出力される。

「評価核種 (Cl-36) の計算処理の る 計算プログラムにより処理するため、従来から定めている 計算処理に係る でぎるよう見直し ・ 演算処理された Cl-36 の放射能濃度 結果は、既申請への使用なし。（参考値としての
4 

追加」 仕様に変更はなし。 また、帳票出力時に、Cl-36 の評価値の出力に関する選択が可能。 管理）
· Cl-36 の放射能濃度の演算残処理は行っていない。 · Cl-36 の放射能濃度の演算残処理は 実施している。 ·百百『

ー

の演算処理プログラムは新プログラムとして内部に組み込まれ、都度、演算処
理しており、他核種の演算処理への影響がないと断定することが難しかったことか
ら、念のため他核種への演算処理への影響を 確認する必要があると当社で判断し、自
主的に機能 確認を行い、既申請書への影響がないことを 確認した。

・ 確認申請用デー タ（原燃へ提出する申請デー タ）へ Cl-36 の計算結果を反映で
きるよう見直し。（本見直しに合わせ、予備バイト数の見直しも行っている。）

確認事項・認識に変更なし 確認事項・認識に変更なし
また、プログラム内郁の設定値により、新旧のフォ ーマットヘの切り替えが
可能。

· key核種および難測定核種の減衰補正計算を行う場合に、プラント停止日を
起点とするための機能を追加。

・廃棄体自主検査時に本プログラムの適用可否を選択可能であり、 減衰補正起

「プラント長期停止の影響に伴う
点日の適用は、従来評価で実施しているため、本機能は既申請の評価値に用

5 
S F 評価方法の機能追加」

いていない。 確認事項・認識に変更なし 確認事項・認識に変更なし
・ 確認申請用デー タ（原燃へ提出する申請デー タ）へ原子炉停止日を反映できる

よう見直し。（本見直しに合わせ、 予備バイト数の見直しも行っている。）
また、プログラム内部の設定値により、新旧のフォ ーマットヘの切り替えが
可能。

6 
「ヒュ ーマンエラー 防止等に伴う ・廃棄体検査装置の測定に関係しないプログラムの見直しであり、既申請への

確認事項・認識に変更なし 確認事項・認識に変更なし対応」 影響なし。

・「廃棄物管理システム改良工事（新規埋設施設対応）」の実施に伴う廃棄体搬 （追加で提示を受けた書類） （追加で提示を受けた書類）
出検査装置機能 確認の実施要否について ・ 放射性廃棄物管理システム購入機能仕様書 ・廃棄物管理システム 2021 年度プログラム改良の内容
（ 見解書） ・ 放射性廃棄物管理システム購入帳票レイアウト （メー カ ー補足説明資料）

・ 放射性廃棄物管理システム特性デー タ作成処理 フロー ・補足資料： 2021 年度廃棄物管理システム改良工事内容説明資料

確認書類 （メー カ ー補足説明資料） （メ ー カ ー補足説明資料）
・ 放射性廃棄物管理システム（美浜・高浜・大飯）総括報告書
・ 放射性廃棄物管理システム（美浜・高浜・大飯）

工場検査成績書
・ 放射性廃棄物管理システム購入計算処理仕様書
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機能確認に関する判断フロ ー

美浜記録監査時点(2022年12月6日～9日）での判断フロ ー

（原燃社内手順書抜粋）

美浜記録監査以降(2022年12月9日以降）での判断フロ ー

新規設陛

または

測定モー ドの追加

機能確認の実施

設備の構成および仕様

または

機器測定原理の変更

(* 1) 

機能確認の実施

* 1 :「廃棄物埋設怖昭巾開困け6棄体JIJ)」に記載の
測定装匹の主灰仕様に変更がないことを碗
認する。

（実大校正Ill線源の仕様変更を含む。）
なお、 Ii;1型の後継機種への更新は、 基本的に
は変更とみなさない。

機能確認の実施

機能確認不災

*2: 具体的には次の内容を確認する。

・油窮部のプログラムの更新および変更ならび
に設定1直(*39の変更

・デ ータ処理およびデータ竹：理等の計罫機のソ

フト（プログラム）の更新および変虻ならびに
設定I直(•3)の変更

・デー タ処理およびデータ管理坪の計麻機のO
Sの更新

・祖l1'と内容およびラベリング等に係るシーケン
サの更新および変更ならびに設定（直(*;99の変
更

・データ処理に係る機材（アンプ、 ス ケーラ ｀

MCA 等）の更新
・通信方法の更新および変更

*3: 原則として ． 点検の都炭、 測出結果等を反映
するもの（機器効率笠）や、 SF 、 SL笠の規
定値を除く 。

設備の構成および仕様

または

機器測定原理の変更

(* 1) 

機能確認不要

機能確認の実施

機能確認の実施

*I: 「廃棄物埋設確認 fl1 硝，駁廃棄体In)」に記載の
測定装i位の主淡仕様に変更がないことを確
認する。

（実大校正J1]約i原の仕様変更を含む。 ）
なお、 1,il型の後箱機種への更新は、 甚木的に
は変更とみなさない。

機能確認の実施

*2: 具体的には次の内容を確認する。

．蔽ni吊のプログラムの更新および変更ならび
に設定仰”)の変更

・データ処E(！およびデータ管理等のBl節機のソ
フト（プログラム）の更新および変更ならぴに
設定（直(*3)の変更

・デーク処理およびデータ管理等の11•第機のO
Sの更新

・測定内容およびラベリング等に係るシーケン
サの更新および変更ならびに設定値(•3)の変
更

・データ処理に係る機材（アンプ、 スケーラ、

MCA 等） の更新
．辿信方法の更新および変更

*3 ：原則として、 点検の都度、 測定結果等を反映
するもの（機悩効率等）や、 S F 、 SI．等の規
定値を除く a

部{
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機能確認実施項目 ・ 確認方法

No 

ー

確認内容
設備構成および 機器概
要等の確認
機器測定原理および デ
ー タ処理方法の確認

2
 

確認内容·方法
廃棄体を検査する上で十分な構成および仕様であることを設備

の構成および機器の概要等の書類により確認する。
廃棄体を検査する上で十分な機器測定原理およびデ ー タ処理で

あることを機器測定原理およびデー タ処理方法の書類により確認
する。

なお、デー タ処理の妥当性についての検証が行われていること
を確認する。

確認対象の有無

゜

゜

プログラム改修内容を踏まえた対象確認項目の考え方
プログラム改修を行った廃棄物管理システムは、検査装置の構成の一部であり、設備構成の変更

にあたるため。

プログラム改修内容より、検査装置にて検査後の実績デ ー タを用いた演算処理過程に関するプロ
グラムが変更されているため、デ ー タ処理方法の確認を行う必要がある。

機器の単体性能確認

3
 

装置の校正の確認 a. 
4
 

a.工場出荷または納入時に実施した試験成績書により、以下の
検査装置単体性能を確認する。

(a)表面汚染密度検査装置
(b)線量当量率検査装置
(C)一軸圧縮強度検査装置
(d)硬さ検査装置
(e)上部空隙検査装置
(f)放射能検査装置
(g)重量検査装置
(h)ラベリング装置
b. 確認方法：添付 1 のとおり。

各検査装置の校正について、当日の確認、工場出荷または納
入時に実施した試験成績書にて確認する。
確認方法：添付 2のとおり。b. 

x

X 

今回は廃棄物管理システムのプログラム改修であり、検査装置の単体性能に変更はない。

今回は廃棄物管理システムのプログラム改修であり、検査装置の単体性能に変更はない。

装置自動連続運転性能
確認

5
 

実廃棄体数本を順次測定することにより、各装置が正常に作
動し、デー タが正しく処理され結果が記録されることを、動
作確認および書類により確認する。

(a)表面汚染密度検査装置
(b)線量当量率検査装置
(C)一軸圧縮強度検査装置
(d)硬さ検査装置
(e)上部空隙検査装置
(f)放射能検査装置
(g)重量検査装置
(h)ラベリング装置
b.確認方法：添付3のとおり。

a. 

゜

プログラム改修のうち、 「評価核種(C 1 - 3 6)の計算処理の追加」の項目に関し、検査装置に
て検査後の実績デー タを用いた演算処理過程のプログラムが変更されているため、変更後のプログ
ラムを介した検査装置の連続運転によるデー タ処理が正しく行われ、結果が記録されることを確認
する必要がある。(2· 3号充填固化体は、Cl-36の演算処理までが反映されてないため、本システム
改修が演算処理過程に影響していないことを確認する。）

確認対象とする装置は、プログラム改修内容を踏まえ、「放射能検査装置」 のみの自動連続運転性
能を確認することとし、添付に定める確認方法について、以下により確認する。

①立会確認となっている 「廃棄体を回転させながら、検出器が廃棄体の側面をスキャンすること
を確認する。」については、プログラム改修後の廃棄体自主検査による測定結果により代替する。

②実廃棄体数本を順次測定（連続運転）することについては、プログラム改修後の廃棄体自主検
査結果より、連続して検査を行っている実績があるため、本自主結果のうち、2 本連続して検査
を行った結果を用いて確認する。
また、デ ー タが正しく処理（放射能算出に係る計算）
（演算処理説明書）にて確認する。

されていることを手計算チェックシ ー ト

機能確認 装置自動連続運転性能検査中に、廃棄体の順番が入れ代わる
ことおよび他の廃棄体が混入することはないことを、動作確
認により確認する。
また、各検査デー タには、検査時間を出力することにより、
他の廃棄体デー タと取り違えることを防いでいることを、動
作確認および書類により確認する。

(a)ソフトによる対応
(b)ハ ー ドによる対応
b. 確認方法：添付 4 の確認のとおり。

a. 

6
 

X プログラム改修内容では、装置自動連続運転のプログラム処理に関する変更は行われていない。

廃棄体番号の管理 a. 

7
 

確認日に合格した廃棄体順に整理番号が印字され、固有整理
番号ごとに整理番号が記録されることを動作確認および書類
により確認する。
また、上記については、装置のコンピュ ー タ ーにより制御さ
れており勝手に変更できないことを、書類により確認する。

(a)ソフトによる対応
(b)ハ ー ドによる対応
b.確認方法：添付5の確認のとおり。

X 今回は廃棄物管理システムのプログラム改修であり、
変更含む）はないため。

ラベリング装置に関する変更（プログラム
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